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警報システム

病院、診療所などの医療現場

コミュニケーションエラーによる医療現場などにおける事故やミスの発生を未然に防
止する。

本発明によれば、病院や診療科特有の語（隠語）を発した看護師の経歴に応じてそ
の語を正しく認識しているかを判断しているので、コミュニケーションエラーによる医
療事故やミスの発生を未然に防止することができる。

本発明に係る警報システム１０
は、ネットワーク１４に連なった
サーバ１２と看護師用端末１６と看
護師に装着されたウエアブルセン
サユニット２０とを主構成要素とし、
ウエアブルセンサユニット２０にて
収録された看護師の音声をサー
バ１２に送信し、サーバ１２は看護
師の会話内容を音声認識してその
音声の中に、その病院や診療科
特有の語（隠語）が含まれていると
き、その音声を発した看護師のそ
の病院や診療科での経歴からそ
の語を正しく認識したか否かを判
断し、その判断結果に基づいてア
ラームを発する。


